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 「東京新聞」は、今年も 8 月に毎日、いとうせいこう氏と夏井いつき氏の選による季語

なしの「平和の俳句」を掲載している。読者から 4767 の句が寄せられたのは、平和への願

望が強いことの証しである。例年のように、心に残った句を紹介し、私の感想を書きたい。 

 〈あの戦争では通じない夏が来る  鈴木征夫（ 81）埼玉県吉川市〉第二次世界大戦で、

戦争の悲惨さ、残酷さを思い知らされた。しかし、その後も戦火が止むことがなかった。

「あの戦争」と言っても、どの戦争を指すのか分からないほどである。戦争を始めるのは

人間だから、戦争をしない道を選び取るのも人間であるはずだ。戦争は殺し合い、悲しみ

と憎しみを募らせるだけで、互いにとって、何の益もない。 

 〈ガマの中赤子の声が響いている 越智颯馬（15）大阪府豊中市〉15 歳の越智君は、ガ

マを思い、その中で赤子の泣き声を連想した。日本兵は、「泣き声を出すな、殺せ」と言っ

たのではないか。これを連想する越智君の感性が平和を造り出す。沖縄の友人から、日本

兵の横暴が怖かったが、収容所での米兵は優しかったと幾度も聞いた。しかし戦後は、不

平等な日米地位協定の下、米軍はしたい放題である。沖縄県民の苦労は終わることがない。 

 〈人類は絶滅危惧種ぞ原爆忌 鈴木年春（75）愛知県小牧市〉人類を幾度も絶滅させる

ほどの原爆を保有し、その使用をほのめかす発言もある。核抑止力の幻想を持ち続けてい

るのが現実である。核による絶滅はないと信じるが、核の危惧だけではない。豊かさと利

便性を求めて、飽くことのない経済成長を追求し、温暖化は収まることがない。莫大なエ

ネルギーを消費する兵器を用いて、人を殺し、自然と文化と文明を破壊する戦争を続けて

いる。人類は絶滅に向かって暴走しているように思える。人間は互いを思いやる愛と理性

を持つ「種」であることを確認したい。 

 〈八十年一字も変えずに生きている 余田たけ子（80）東京都東村山市〉憲法が発布さ

れてから、一字の変更もない。憲法が日本の平和を維持してきたことは確かである。とこ

ろが、集団的自衛権の行使を認める安保法制が決議され、敵基地攻撃も認めるとした。平

和憲法は中心が腐った状態になった。しかし、腐っても「鯛」である。憲法の条文を生か

し、平和を造り上げていく道筋はある。余田さんは、その希望を句に託したのではないか

と、同感する。平和は向こうから来るのではなく、国民が造り出すものである。 

 〈うさんくさい法律できて梅を干す  田村朋子（ 59）横浜市鶴見区〉高市早苗政権は、

現在必要のない、うさんくさい法案を多数決で次々と決議している。国旗損壊罪法で、国

家を大切にしようとの狙いらしいが、愛国心は国から強要されることではない。安心して

生きられる国であれば、国を大事にしようと国民が思うのである。国家情報会議設置法な

ど、国が国民を縛り、憲法の意図とは逆の方向に走っている。殺傷武器の輸出の解禁、時

代錯誤の「皇室典範」の改訂も法制化した。どこを向いているのかといぶかる。 

〈のろのろと静かに白髪の群れはデモ 奥田直和（78）東京都西東京市〉奥田さんの句

を読み、嗤ってしまった。私のデモとの出会いは、牧師（伝道師）になりたての頃、靖国

神社国家護持法が憲法に違反すると、反対運動が起こった時であった。東京で、上野から

山谷までの月例デモを行った。赴任した宮崎県延岡市でも、参加者 20 人程度のデモを行

い、最も小さいデモと、地方新聞社に取り上げられた。安保反対、沖縄返還、原発反対、

安保法制反対と諸々のデモに参加してきた。確かに、反戦集会やデモは年配者が多い。し

かし、この頃は、若者、女性が多いと聞く。戦争に向かわせない機運は、十分にある。  


